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○
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
災
害
共
済
給
付
の
給
付
基
準
）

（
災
害
共
済
給
付
の
給
付
基
準
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

セ
ン
タ
ー
は
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の

７

セ
ン
タ
ー
は
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の

高
等
部
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
（
学
校
教
育
法

高
等
部
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
高
等
専
門
学
校
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
い

は
、
災
害
共
済
給
付
契
約
に
係
る
生
徒
又
は
学
生
が
自
己
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

い
、
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
等
課
程
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以

り
、
又
は
故
意
に
、
負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
負

下
同
じ
。
）
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
、
災
害
共
済
給
付
契
約
に
係
る
生
徒
又

傷
、
疾
病
若
し
く
は
死
亡
又
は
当
該
負
傷
を
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と

は
学
生
が
自
己
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
又
は
故
意
に
、
負
傷
し
、
疾
病
に
か

に
よ
る
障
害
若
し
く
は
死
亡
に
係
る
災
害
共
済
給
付
を
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

か
り
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
負
傷
、
疾
病
若
し
く
は
死
亡
又
は
当
該
負
傷

生
徒
又
は
学
生
が
、
い
じ
め
（
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

を
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
障
害
若
し
く
は
死
亡
に
係
る
災
害

七
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
い
じ
め
を
い
う
。
）
、
体
罰
（
学
校
教
育

共
済
給
付
を
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
生
徒
又
は
学
生
が
、
い
じ
め
（
い
じ
め
防

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
体
罰
を

止
対
策
推
進
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

い
う
。
）
そ
の
他
の
当
該
生
徒
又
は
学
生
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由

い
じ
め
を
い
う
。
）
、
体
罰
（
学
校
教
育
法
第
十
一
条
た
だ
し
書
（
同
法
第
百
三
十

に
よ
り
生
じ
た
強
い
心
理
的
な
負
担
に
よ
り
、
故
意
に
負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、

三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
体
罰
を
い
う
。
）

又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

そ
の
他
の
当
該
生
徒
又
は
学
生
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
生

じ
た
強
い
心
理
的
な
負
担
に
よ
り
、
故
意
に
負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡

し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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８

セ
ン
タ
ー
は
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
の
災
害
共
済
給
付
に

８

セ
ン
タ
ー
は
、
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学
校
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
、

つ
い
て
は
、
災
害
共
済
給
付
契
約
に
係
る
生
徒
又
は
学
生
が
自
己
の
重
大
な
過
失
に

災
害
共
済
給
付
契
約
に
係
る
生
徒
又
は
学
生
が
自
己
の
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
負
傷

よ
り
、
負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
死
亡
又
は
当
該

し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
死
亡
又
は
当
該
負
傷
を
し
、

負
傷
を
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
障
害
若
し
く
は
死
亡
に
係
る

若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
障
害
若
し
く
は
死
亡
に
係
る
災
害
共
済
給

災
害
共
済
給
付
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

付
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
給
付
金
の
支
払
の
請
求
及
び
そ
の
支
払
）

（
給
付
金
の
支
払
の
請
求
及
び
そ
の
支
払
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

（
略
）

５

（
略
）

一

学
校
教
育
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
立
学
校
並
び
に
国
（
国
立
大
学
法

一

学
校
教
育
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
立
学
校
及
び
国
立
大
学
法
人
法
（

人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学

平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
（

法
人
を
含
む
。
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
す
る
幼
保
連
携
型

第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
国
立
大
学
法
人
」
と
い
う
。
）
が
設
置
す
る

認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規

合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条

定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
専
修
学
校
並

第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び

び
に
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
六
十
八
条
第
一

に
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
（
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
公
立
大
学

項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
（
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
公
立
大
学

法
人
」
と
い
う
。
）
が
設
置
す
る
学
校
の
児
童
生
徒
等
の
災
害
に
係
る
給
付
金
の

法
人
」
と
い
う
。
）
が
設
置
す
る
学
校
の
児
童
生
徒
等
の
災
害
に
係
る
給
付
金
の

支
払

当
該
学
校
の
校
長

支
払

当
該
学
校
の
校
長

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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（
共
済
掛
金
の
額
）

（
共
済
掛
金
の
額
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

高
等
学
校
及
び
専
修
学
校

千
八
百
四
十
円
（
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は

二

高
等
学
校

千
八
百
四
十
円
（
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て

時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
生
徒
に
あ
っ
て
は
九

授
業
を
行
う
課
程
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
生
徒
に
あ
っ
て
は
九
百
八
十
円
、
通

百
八
十
円
、
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
課
程
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
生
徒
に
あ

信
に
よ
る
教
育
を
行
う
課
程
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
生
徒
に
あ
っ
て
は
二
百
八

っ
て
は
二
百
八
十
円
）

十
円
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
免
責
の
特
約
を
付
し
た
場
合
に
共
済
掛
金
の
額
に
加
え
る
額
）

（
免
責
の
特
約
を
付
し
た
場
合
に
共
済
掛
金
の
額
に
加
え
る
額
）

第
八
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
各
年
度
に
つ
き
、
児
童
生
徒

第
八
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
各
年
度
に
つ
き
、
児
童
生
徒

等
一
人
当
た
り
二
十
五
円
（
高
等
学
校
及
び
専
修
学
校
の
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う

等
一
人
当
た
り
二
十
五
円
（
高
等
学
校
の
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
課
程
に
お
い
て

課
程
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
生
徒
に
あ
っ
て
は
、
二
円
）
と
す
る
。

教
育
を
受
け
る
生
徒
に
あ
っ
て
は
、
二
円
）
と
す
る
。

（
学
校
の
設
置
者
が
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
額
の
範
囲
）

（
学
校
の
設
置
者
が
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
額
の
範
囲
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
幼
稚
園
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
及
び
専

二

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
幼
稚
園
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

十

修
学
校

十
分
の
六
か
ら
十
分
の
九
ま
で

分
の
六
か
ら
十
分
の
九
ま
で

（
災
害
共
済
給
付
に
係
る
国
の
補
助
）

（
災
害
共
済
給
付
に
係
る
国
の
補
助
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
幼
稚
園
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
及
び
専

二

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
幼
稚
園
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

補

修
学
校

補
助
対
象
災
害
共
済
給
付
経
費
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
額

助
対
象
災
害
共
済
給
付
経
費
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
額

（
学
校
の
設
置
者
が
地
方
公
共
団
体
等
で
あ
る
場
合
の
事
務
処
理
）

（
学
校
の
設
置
者
が
地
方
公
共
団
体
等
で
あ
る
場
合
の
事
務
処
理
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

学
校
の
設
置
者
が
国
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
又
は
公
立
大
学

２

学
校
の
設
置
者
が
国
立
大
学
法
人
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
又

法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条
第
一
項
並
び
に
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

は
公
立
大
学
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条
第
一
項
並
び
に
第
四
条
第
一
項
及

規
定
に
基
づ
い
て
学
校
の
設
置
者
が
処
理
す
べ
き
事
務
は
、
当
該
学
校
の
校
長
が
処

び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
学
校
の
設
置
者
が
処
理
す
べ
き
事
務
は
、
当
該
学
校

理
す
る
も
の
と
す
る
。

の
校
長
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

（
保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
）

（
保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
）

第
五
条

法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で

第
五
条

法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で

定
め
る
額
は
、
各
年
度
に
つ
き
、
保
育
所
等
（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

定
め
る
額
は
、
各
年
度
に
つ
き
、
保
育
所
等
（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

る
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
児
童
（
法
附
則
第
八
条
第
一

保
育
所
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
児
童
（
法
附
則
第
八
条
第

項
に
規
定
す
る
児
童
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
人
当
た
り
三
百

一
項
に
規
定
す
る
児
童
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
定
保
育

五
十
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
要
保
護
児
童
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い

事
業
（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
保
育
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

る
世
帯
に
属
す
る
保
育
所
等
の
児
童
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
一
人
当
た
り
四
十

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
利
用
す
る
児
童
一
人
当
た
り
三
百
五
十
円
と
す
る
。
た
だ
し

円
と
す
る
。

、
要
保
護
児
童
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
保
育
所

等
の
児
童
及
び
特
定
保
育
事
業
を
利
用
す
る
児
童
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
一
人

当
た
り
四
十
円
と
す
る
。
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

３

法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等
及
び
特
定
保
育
事
業
の
災
害
共
済

第
二
章
（
第
二
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
を
除
く
。

給
付
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
章
（
第
二
条
、
第
五

）
、
第
十
九
条
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。

条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
を
除
く
。
）
、
第
十
九
条
並
び
に
附

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ

則
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
五
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場

三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る

合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二

場
合
と
し
て
同
項
第
五
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い

号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
三
号
の
文
部
科
学
大
臣
が

て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ

定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
同
条
第

に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
三
号
の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次

二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二
号
」
と
、
「
同
条
第
一
項

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の

第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
一
項
第
五
号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
生
活
保

は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二
号
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「

護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に

第
五
条
第
一
項
第
五
号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

属
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
（
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
を
い
う
。

律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
義
務
教
育
諸
学
校

以
下
同
じ
。
）
の
児
童
及
び
生
徒
（
以
下
「
要
保
護
児
童
生
徒
」
と
い
う
。
）
」
と

（
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
児
童
及

あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
」
と
、
第
四
条
第
五
項

び
生
徒
（
以
下
「
要
保
護
児
童
生
徒
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条

第
二
号
中
「
教
育
委
員
会
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方

第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
」
と
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
学
校
の
管
理

公
共
団
体
の
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
長
」
と
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
学
校
の

下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等
を

管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
定
保
育
事
業
（
同
項
に
規
定
す
る

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
下
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第

特
定
保
育
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
の
当
該
特
定

四
号
中
「
学
校
の
管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
の
管
理
下
」
と
、
第
十
九
条

保
育
事
業
の
管
理
下
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校
の
管
理
下
」
と
あ

第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方

る
の
は
「
保
育
所
等
及
び
特
定
保
育
事
業
を
行
う
者
の
当
該
特
定
保
育
事
業
の
管
理

公
共
団
体
の
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

下
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ

っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
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と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及

び
第
四
号
に
お
い
て
「
保
育
所
等
の
管
理
下
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

び
第
四
号
に
お
い
て
「
保
育
所
等
及
び
特
定
保
育
事
業
を
行
う
者
の
当
該
特
定
保
育

事
業
の
管
理
下
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

一

児
童
が
保
育
を
受
け
て
い
る
場
合

一

児
童
が
保
育
を
受
け
て
い
る
場
合

二

児
童
が
通
常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
保
育
所
等
に
通
い
、
又
は
保
育
所
等
か

二

児
童
が
通
常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
保
育
所
等
若
し
く
は
特
定
保
育
事
業
が

ら
帰
宅
す
る
場
合

行
わ
れ
る
場
所
に
通
い
、
又
は
保
育
所
等
若
し
く
は
特
定
保
育
事
業
が
行
わ
れ
る

場
所
か
ら
帰
宅
す
る
場
合

三

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
文
部
科
学
大
臣
が
厚
生
労
働
大
臣
と
協

議
し
て
こ
れ
ら
の
場
合
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
定
め
る
場
合
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○
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
共
済
掛
金
に
関
す
る
特
例
）

（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
共
済
掛
金
に
関
す
る
特
例
）

第
二
十
七
条

沖
縄
県
に
所
在
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校

第
二
十
七
条

沖
縄
県
に
所
在
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
、
高
等
専
門
学
校
、
幼
稚

の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
、
高
等
専
門
学
校
、
幼
稚

園
（
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
含
む
。
）
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
及
び
専

園
（
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
含
む
。
）
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
児

修
学
校
（
高
等
課
程
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
及
び
幼
児
並

童
、
生
徒
、
学
生
及
び
幼
児
並
び
に
保
育
所
等
（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

び
に
保
育
所
等
（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年

興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定

法
律
第
百
六
十
二
号
）
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。
）
の
児

す
る
保
育
所
等
を
い
う
。
）
の
児
童
（
同
項
に
規
定
す
る
児
童
を
い
う
。
以
下
こ
の

童
（
同
項
に
規
定
す
る
児
童
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
災
害
共
済
給
付
に
係
る
共
済

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
沖
縄
県
の
区
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
特
定
保
育
事
業

掛
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第
八
条

（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
保
育
事
業
を
い
う
。
）
を
利
用
す
る
児
童
に
つ
い
て
の
災

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
政
令
で
定
め
る
額
」
と
あ
る
の

害
共
済
給
付
に
係
る
共
済
掛
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
法
第
十
七
条
第

は
、
「
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
額

一
項
（
同
法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
政
令

」
と
す
る
。

で
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
文
部
科

学
大
臣
が
別
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。


